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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月16日(2011.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　アンダステア量算出部５５は、規範ヨーレイト算出部５３において算出された規範ヨー
レイトγＴと、ヨーレイトセンサＳγからのヨーレイトγとの偏差Δγ（＝γＴ－γ）を
算出し、γＴが負（左旋回）で、かつ、γＴ＋ε１≦γ、または、γＴが正（右旋回）で
、かつ、γＴ－ε１≧γのとき、アンダステア状態と判定して、Δγにもとづいて要求ヨ
ーモーメント量を算出して、アンダステア状態を示す判定フラグ（アンダステアフラグＩ
ＦＬＡＧＡ＝１）とともに、ブレーキ制御量算出部５７および目標トー角補正部４２に出
力する。
　アンダステア状態と判定しない場合は、判定フラグ（アンダステアフラグＩＦＬＡＧＡ



(2) JP 2010-179675 A5 2012.7.12

＝０）を、ブレーキ制御量算出部５７および目標トー角補正部４２に出力する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　オーバステア量算出部５６は、規範ヨーレイト算出部５３において算出された規範ヨー
レイトγＴと、ヨーレイトセンサＳγからのヨーレイトγとの偏差Δγ（＝γＴ－γ）を
算出し、γＴが負（左旋回）で、かつ、γＴ－ε２≧γ、または、γＴが正（右旋回）で
、かつ、γＴ＋ε２≦γのとき、オーバステア状態と判定して、Δγにもとづいて要求ヨ
ーモーメント量を算出して、オーバステア状態を示す判定フラグ（オーバステアフラグＩ
ＦＬＡＧＢ＝１）とともに、ブレーキ制御量算出部５７および目標トー角補正部４２に出
力する。
　オーバステア状態と判定しない場合は、判定フラグ（オーバステアフラグＩＦＬＡＧＢ
＝０）を、ブレーキ制御量算出部５７および目標トー角補正部４２に出力する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　ステップＳ０４では、ステップＳ０３において算出された規範ヨーレイトγＴと、ヨー
レイトγとにもとづき、γＴが負で、かつ、γＴ＋ε１≦γ、または、γＴが正で、かつ
、γＴ－ε１≧γか、否かをチェックする。ステップＳ０４においてＮｏの場合は、ステ
ップＳ０５へ進み、ステップＳ０４においてＹｅｓの場合は、ステップＳ０６へ進む。
　ステップＳ０５では、アンダステア量算出部５５は、アンダステア状態と判定しないで
、アンダステアフラグＩＦＬＡＧＡ＝０を、ブレーキ制御量算出部５７および目標トー角
補正部４２に出力する（「ＩＦＬＡＧＡ＝０」）。その後、連結子（Ａ）にしたがって、
ステップＳ０８へ進む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　ステップＳ０８では、ステップＳ０３において算出された規範ヨーレイトγＴと、ヨー
レイトγとにもとづき、γＴが負で、かつ、γＴ－ε２≧γ、または、γＴが正で、かつ
、γＴ＋ε２≦γか、否かをチェックする。ステップＳ０８においてＮｏの場合は、ステ
ップＳ０９へ進み、ステップＳ０８においてＹｅｓの場合は、ステップＳ１０へ進む。
　ステップＳ０９では、オーバステア量算出部５６は、オーバステア状態と判定しないで
、オーバステアフラグＩＦＬＡＧＢ＝０を、ブレーキ制御量算出部５７および目標トー角
補正部４２に出力する（「ＩＦＬＡＧＢ＝０」）。その後、連結子（Ｂ）にしたがって、
ステップＳ０２へ戻る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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